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第２号 令和８年 4月２８日（火）  

               文責 校長 上原敏勝 

〇学校だよりのネーミング  

令和８年度の学校通信名を「響（ひびき）」としました。「響」という漢字は、“音”（おと）と“郷”（ふるさと）

から成り立っています。生徒にとって大切なふるさとである三川。この地域を大切に思う心を育てたいという願

いとともに、一人ひとりの子どもが発する「音」が互いに響き合い、やがてオーケストラのような美しい響きとな

って広がってほしい…そんな思いをこの名前に込めました。そして、この「響」という字には、もう一つ。本校の

校訓である「自律・共生・創造」が盛り込まれていると感じています。 

自律 

人と比べるのではなく、自分に出せる最高の音を探すこと。 

そして、周囲の音に耳を傾けながら、その時にふさわしい音量や音質を考え、調和を図ること。 

これは、まさに自律の姿です。 

共生 

さまざまな音が混ざり合い、互いを認め合い、引き立て合うことで、より豊かで深い響きが生まれます。 

これこそが、共生の大切さです。 

創造 

年度が替わるたびに、新入生を迎え、教職員も入れ替わります。 

初めて出会う者同士が集まることで、多様な考えや価値観が集まり、知恵を出し合って目の前の課題に立

ち向かう。まさに、創造だと思います。 

 

学校通信「響」を通して、未来を奏でていく学校の様子が少しでも伝われば幸いです。 

 

〇体育大会に向けて 

 昨日の３・４時間目、体育大会に向けての全校体育がありました。体育館に学校教育目標と合わせて、3

年生が決めた目標が掲示されていました。校訓を軸に立てられた目標。その目標を確認しながら取り組む

合同体育。授業の中で、褒められた生徒に自然と拍手が…。共生や創造の目標と重なる姿でした。

 


